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三
輪
山
の
大
蛇
届
い
た
尾

長
尾
神
社
は
葛
城
市
長
尾

に
鎮
座
す
る
古
社
で
、
平
安

時
代
の
神
社
一
覧
で
あ
る

「
延
喜
式
神
名
帳
」
や
歴
史

書
「
日
本
三
代
実
録
」
に
も

載
る
式
内
大
社
で
す
。

創
建
年
代
は
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く

と
も
９
世
紀
以
前
に
は
存

在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

古
く
か
ら
葛
下
郡
の
総
社
と

し
て
、
信
仰
を
集
め
て
き
ま

し
た
。

主
祭
神
は
伊
勢
神
宮
と
同

じ
天
照
大
神
と
豊
受
大
神

で
、
水
光
姫
命
や
そ
の
父

神
・
白
雲
別
命
も
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。

水
光
姫
命
は
白
蛇
の
化
身

と
さ
れ
、
神
社
に
は
大
蛇
に

ま
つ
わ
る
神
秘
的
な
伝
説
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
「
三
輪
山
を
取
り
巻

く
大
蛇
の
尾
が
長
尾
ま
で
届

い
て
い
た
」
と
い
う
伝
承
は

よ
く
知
ら
れ
、
同
神
社
は
そ

の
尾
に
あ
た
る
場
所
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
神
社
は
日
本
最
古

の
官
道
と
さ
れ
る
竹
内
街

道
の
東
端
近
く
に
位
置
し
、

横
大
路
や
長
尾
街
道
な
ど
の

古
道
が
交
わ
る
交
通
の
要

衝
で
、
日
本
遺
産
「
竹
内
街

道
・
横
大
路
(
大
道
)
」
の
構

成
文
化
財
で
す
。

古
来
、
街
道
を
行
き
交
う

人
々
の
守
護
神
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
、「
交
通
安
全
の
神
」

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
子
供
が
生
ま
れ
た
ら

氏
子
が
神
社
に
絵
馬
を
奉
納

す
る
」
と
い
う
葛
城
市
や
大

和
高
田
市
な
ど
に
残
る
風
習

も
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
歴
史
、
伝
説
、
伝
統
が

融
合
し
た
神
社
と
し
て
、
今

も
地
域
の
人
々
に
崇
敬
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

磯
村
洋
一
）

長
尾
神
社
拝
殿
‖
葛
城
市
で


